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I ・高木 ：聴いてください。僕たちの班は自分の腕を触





I んでふくらむと思いました。曲げると下が縮むの I 
I 
：は，ひっついている骨が動いて，筋肉も動きますよ
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図7:関節について詳しく調べたノート
4. 3. ノートを思考基地にする
単元の学習を通して，こだわって指導してきたこと
がある。ノート指導である。きれいなノートづくりが
できるように指導してきたつもりである。基本的な知
識をきちんとノートにまとめるのはもちろん，学んだ
ことにより出てきた新たな疑問もノートに「考察」と
して書き込むように指導してきに個人差が大きいと
いう問題点もあるが，徐々にきれいなノートづくりを
意識できるようになってきている。本単元では時数の
都合上，取り組めなかったが，理科新聞づくりにも取
り組ん芯調べたこと，気づいたことをどんどん書き
込んでいくことで整理していくようにしt~
子どもたちは，書くことによって思考を深めたり，
頭の中を整理したりしている部分が大きいことに気づ
かされt~ かなり，意欲的に取り組むことも大きな利
点といえるだろう。普段からノート指導をしつかりと
取り組むことはとても大切な事項である。
図8:ノート見開き2ページに単元をまとめる
5 成果と課題
思考を可視化することで，かなり交流の場が生まれ
た。自分の考えに自信をもてるようになったという子
どももいた。また，友達のノートを見せてもらうのは
すごく参考になるという意見が多かった。その上，子
ども達のノートがかなりきれいになってきたことも成
果としてあげられる。また，単元構成と発問の工夫に
より，かなり科学的に思考ができる子が増えてきたよ
うに感じられる。それに考えることが楽しいという声
も聞かれたの虞喜しい成果である。
モデル化実験による可視化も，関心や意欲が高まり
発言数が増えたえり，ノートヘの記録が充実したりし
ていたことも成果として捉えることができる。
逆に課題としては，先にも述べたがノートヘのかき
表し方において個人差が大きいことがあげられる。 う
まくかき表せていないのは極少数なので個別に対応策
を考える必要があると思われる。また， 一つ一つの検
証がしつかりとできているかということも今後の課題i
としてあげられる。アンケートや見取りをより充実し
たものにし， しつかりと裏付けされている研究にして
いかなければならない。「科学的な思考」というはっき
りとさせにくいテーマであるだけに，より綿密な研究
が必要となる。
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